














■  論文  ■
コンタクト・ゾーンとしての文化人類学的フィールド
―占領下の日本で実施された米国人文化人類学者の研究を中心に

























































程で文化人類学を専攻する Ph. D. candidate であった。ミシガン大学は，米国における
日本研究の一大拠点とするべく1947年に日本研究所（The Center for Japanese Studies
―以下 CJS）を創設し，1950年から1955年までは岡山県岡山市に現地研究所を設置して
大規模な実地調査を実施した。そのメンバーのなかの一人がコーネルである。コーネルを
含めた 3 人の人類学の Ph. D. candidate たちは，それぞれの問題関心に基づいて調査地
を選定し， 1 年間のフィールドワークを行った。それは，米国の大学が博士論文を作成す
る人類学の Ph. D. candidate に必ず課する訓練の一つであった。
　ところで，彼らが滞在した1950年代初頭の日本は，連合国軍最高司令官総司令部（Gen-






政策に据えて法律や制度の改革を実施していた［ダワー 2001 : 78⊖79］。つまり，当時の












1 年もの間にともに「同一の現在」［プラス 1986 : 61；ロサルド 1998 : 82］を共有するな
かで，様々な葛藤をも巻き込みながら友情を育み，継続的な関係を作り上げていったこと





























































































び大学院修士課程で極東の言語と文学（Far Eastern Language and Literature）を専攻
して B. A. および M. A. を取得した。博士課程に進学すると，彼は専攻を文化人類学に移
し，1950年から開始される CJS の岡山での現地調査に参加することになったのである。
馬繫調査を終えた後，彼はそこで蒐集した調査データを基に博士論文を作成し，1953年に

















































































（Ella Wiswell, 須恵村での調査当時の姓は Embree）と 2 歳の娘クレア（Clare）を伴って
























であった［ラドクリフ＝ブラウン 1978 : 1⊖2 ; Embree 1939 : 8 ; ス




に発表した著書『須恵村の女たち』（The Women of Suye⊖Mura）［1982=1987］は，彼
女と須恵村の住民との間に成立したコンタクト・ゾーンの様相がはっきりと描写された民
族誌である。実は，妻エラは，日本育ちのロシア人であり，神戸の国際学校の高等部を卒







類学の Ph. D. candidate の一人として参加した文化人類学者である。彼は，当時コロラ
ド大学大学院に在籍する人類学の Ph. D. candidate であり，CJS のメンバーとして香川県
の塩江町来栖でフィールドワークを実施し，それを基に作成した博士論文によって1953年































［Smith 1990 : 365］。ジョンは，学校や村役場などのより公的な単位で行われる活動を重
点的に調査したことにより，自ずと男性の話者を対象とした既成の社会組織やそこでの役
割関係に集中することとなったのだが，それに対して「エラは主婦たちとの会話を通じて，




化人類学者のシェリー・B・オートナー（Sherry B. Ortner）は論文 ＂Is Female to Male 

































の断片を取り戻すことができるという理由からである［プラット 1996 : 61］。
　文化人類学では，1970年代後半より，客観的に事実を記述するということは不可能であ
り，研究者が見ているのは，再構成された現実（reality remade）であるという考えが強
くなってきたことが指摘される［箕浦 1999 : 80］。こうした見方に基づくと，文化人類学
者の箕浦康子が述べるように，フィールドワークと解釈的アプローチは表裏一体の関係に











































自身に価値がある」［ベネディクト 1973 : 390］との見解が示された。しかし1941年12月















American Anthropologist No. 47に掲載された論文 ＂Applied Anthropology and its Rela-
tionship to Anthropology＂，および同誌 No. 50に掲載された手記 ＂Letters to the Editor : 
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，“国民性構造






4 4 4 4 4 4 4
。このグループによってなされた日本に関するいくつかの




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。我々の敵には好ましからぬ性格構造が




4 4 4 4 4 4
，我々はより優位にあるために
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，我々のものとは異なる家族生活





4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，必要あらば強制的に改革する道徳的権利
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
を持っている
4 4 4 4 4 4
，という強い含蓄がそこにはある
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。それはフランツ・ボアズの後継者た
ちの教義である［Embree 1945 : 635⊖637］（強調は筆者による。以下同じ）。
第二次世界大戦前
4 4 4 4 4 4 4 4
，人類学者たちは現代アメリカを他の多くの社会と何ら変わらない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
一社会であると認識し
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，そのことに疑いを持たなかったが
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，東洋の国に攻撃されるや
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
否や客観性を失い












4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
なすようになり
4 4 4 4 4 4 4
，「人種的な劣等性
4 4 4 4 4 4 4
」を付与した
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4 4 4 4 4
，そして人間とその文化との間の関係の性質を研究することにある
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
［Em-














4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
チケットや倫理の詳細を含めた人間の文化の多様な側面の相対性に関する感覚を発達
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
させているのである
4 4 4 4 4 4 4 4 4












　ビアズリは，CJS の機関誌 Occasional Paper の創刊号［1951］に掲載された彼の論文




と「義務」の観念を日本にしか存在しない「奇異」［ベネディクト 2005 : 142］なものと
して描き出した点を問題視し，むしろこれらは日本と類似した社会構造を持つ地域や社会

































方に立脚したものである［石田 1985 : 49, 214］。人類
学のみならず地理学や歴史学などの多分野にわたる
CJS のプロジェクトでは，この「縮図」が全領域に通底する共有概念として導入されてい




































































































































アンド島民の諸活動のほとんどに自ら参加し観察し」［リーチ 1985 : 26］，民族誌『西太
平洋の遠洋航海者』（Argonauts of the Western Paciﬁc）［1922=1967］を著した。しかし，



































2 ）　日本は，第二次世界大戦後のポツダム宣言の受諾（1945年 8 月）からサンフランシスコ講和条
























7 ）　1935年まで客員教授としてシカゴ大学社会科学科で教鞭を取っていたラドクリフ = ブラウンは，
エンブリー著『日本の村須恵村』の紹介文に寄せて次のように述べた。「（社会人類学の）目的を達
成させるための唯一の方法は，かなり異なる社会類型を相当数比較すること」である［Radcliﬀe⊖
Brown 1978 : 1］。彼によると，エンブリーの須恵村研究は「人間社会の比較研究」に資料を提供




った［Smith 1990 : 359 ⊖60］。1930年代後半において，日本の社会科学者の誰もがこのような性質
の素材を集めていなかったし，また，エラの日誌の内容にあるような情報はいかなる言語のものも
存在していなかったという［Smith 1990 : 360］。
9 ）　1936年 2 月15日付のエンブリー夫妻による『フィールドワークの第一報告書―日本の熊本県
須恵村』［Embree & Embree 1936］。
10）　大学院生として参加したジョン・B・コーネルとロバート・J・スミスが作成したモノグラフ























側面をほとんど無視していた」点に弱点があった［綾部・田中 1995 : 88］。それに対して「文化の
型」の概念は，それぞれの文化にはその文化全体を内面から性格づける，独自な「主観的な欲求
（dominant drive）」または「ライトモチーフ（主旋律）」があるとの考えを基に，文化はパーソナ





4 4 4 4 4 4
，
極端な対照をなしている都市の大阪
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，または地方の愛
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，我々にとって




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」［Beardsley et al. 1959］。
　　 「（自らの調査地である
4 4 4 4 4 4 4 4 4
）来栖という村落
4 4 4 4 4 4 4
（hamlet
4 4 4 444
），あるいは集落
4 4 4 4 4 4
（buraku








4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。つまり，来栖は低い丘に向かって後退し，川とコミュニティとの







レイパー （A. S. Raper） らの The Japanese Village in Transition ［Raper & others 1950］









開催された，アメリカ人類学会（American Anthropological Association）の ＂a panel on ﬁeld-
notes＂（フィールドノートに関するパネル・セッション）では，当時ニューヨーク市立大学（The 
City University of New York）のクイーンズカレッジ（Queens College）における文化人類学の
教授であったロジャー・サンジェクを中心として，民族誌論の中でほとんど注意が払われてこなか
った問題，すなわちフィールドノートの位置づけや利用法などに関する考察や批評が行われた
［Sanjek 1990 : xii］。その成果は 5 年後に，論文集 Fieldnotes : Makings of Anthropology（1990）
として出版された。
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